
オキソアミヂンの自然上簇への利用に関する

研究、特にその作用効果について

竹田寛・小林勝・田中一行

　育蚕面において、省力技術と繭質改善技術は、車の両輪のような相補性をもって進められてぎた。こ

うした中で、最大の労働集中を示す熟蚕拾集は、いかに労働ピークを切り崩すかに努力がなされた（清

水滋、1967）。上籏法別労働比較試験（農林省、省力上籏と繭質改善指導の手引）によると、拾いと

り1二籏100に対して、条払い上籏52、自然上族34と、作業能率の上では自然上籏が最も有利である。

しかし、いまだに完全なる自然上族法が確立されていない。

　筆者らは、植物の生葉中に熟蚕だけを特異的に誘引する物質が存在することを見い出した（1963）。

以来、これを自然上籏に利用する研究を継続してきた。この過程で、ニソ＝クからの抽出成分であるオ

キソァミヂソ（厚生省承認番号36A第4769暑）の熟蚕誘引効果が、’族設置後の初期に顕著にみられ

る場合があるが、飼育時期、試験方法などにより一定せず。これらの変動が環境規制の不備にもとずい

ているもののように思われた。そこで、1973年より行ってきた力法を検討し、本剤に登籏促進効果が

あるか否かを再吟味する目的で、環境規制した条件下で実験を行ない2、3の知見を得たのでここに報

告する。

　　　　　　　　　　　　実験材料および方法

　熟蚕誘引剤として用いたオキソアミヂンは、小湊潔博士によってニソニクから抽出された物質で、人

間の強壮医薬品として用いられているものである。組成はスコルヂニンA（補欠分子籏）とスコルヂユ

ンB（補酵素）とで構成される一種の配繕体である。これを熟蚕誘引剤として使用した理由は、植物、

特にシソジユ葉に熟蚕を特異的に誘引する性質のあることから、その物質を検索中、オキソアミヂンと

化学的に極めて多くの共通点をもつことに基づいている。

　供試蚕には、春嶺×鐘月、錦秋×鐘和、豊年×研白の実用3品種を用い、春、夏および秋蚕期に実験

を行な・た・オキ・ア・ヂソの濃度は、5万倍水溶液（W／W）を用いた。廻轍は3イ固（舗15㎝）

を一組とし、旗一個eu　10mlを動力噴霧機で散布した。蚕座への籏の設置は、実験を開始する直前に

（54x41）×10㎝の木枢iを用いて蚕座を作り、熟蚕約70％出現時（この時期の籏の設置は実際面

で問題となるが、熟度が登籏に関係するため条件を統一）に行なった。

実験1：上族温度と熟蚕誘引効果

実験は恒温恒湿室を用い、湿度70％、照度301uxの条件下で1区200頭の4連制で行なった。
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籏設置後2、4、6時間に族へ登った熟i蚕の登籏数を数え、上籏温度20°、25°、30℃の間の誘引効

果の差を累積登籏率で比較した。その結果、熟蚕誘引効果が籏設置後の初期に高い傾向が認められたの

で、2時間目までの温度区間の登籏数をt検定で比較した。

実験2：飼育時期による熟蚕誘引効果

　実験1から、上籏適正温度が25℃前後であることが明らかとなったので；温度25℃、湿度70％

照度301uxの条件で、飼育時期によるオキソアミヂソの熟蚕誘引効：果を比較した。供試i蚕は、春蚕期

と夏蚕期1区200頭、秋i蚕期1区150頭を用いた3連制の試験で、その効果を実験1に準じて対照と

比較した。

　　　　　　　　　　　実験結果および考察

　オキソアミヂンの熟蚕誘引効果と上族温度との関係を調べ、表1および図2に示す結果を得た。

表1　　オキソアミヂソの熟蚕誘引効果と上籏温度

（春蚕期）

上籏温度

　　　経過時間4連制

2　　　　　　4　　　　　　6

a 150頭　　174頭　　194頭
b 1　6　3　　　　　　　1　7　7　　　　　　　1　9　5

C 1　6　0　　　　　　　1　7　9　　　　　　2　0　0

20℃ d 1　6　6　　　　　　　1　9　3　　　　　　　2　0　0

合　計 6　3　9　　　　　　7　2　3　　　　　　7　8　9

平　均 1　5　9。8　　　　　1　8　0．8　　　　　1　9　0

a 1　7　4　　　　　　　1　8　8　　　　　　1　97

b 1　6　8　　　　　　　1　9　2　　　　　　　1　9　9

C 1　6　7　　　　　　　1　8　3　　　　　　　1　9　6

25℃ d 1　7　4　　　　　　1　97　　　　　　2　0　0

合　計 6　8　3　　　　　　7　6　0　　　　　　7　9　2

平　均 1　7　0，8　　　　　1　9α0　　　　1　98．0

、l　　　　a 1　5　6　　　　　　1　8　0　　　　　　1　9　7

b 1　6　0　　　　　　　1　7　5　　　　　　1　8　8

C 1　5　5　　　　　　　1　7　2　　　　　　　1　8　8

30℃ d 1　5　3　　　　　　1　6　3　　　　　　1　94

合　計 6　2　4　　　　　　　6　9　2　　　　　　　7　6　7

平　均 1　5　6．0　　　　　1　7　3．0　　　　　1　9　1．8

供試品種：春嶺×鐘月、　供試数：1区200頭
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図2上灘度によるオキソアミヂソ熟蚕謝1効率

これから、熟蚕誘引効果が25℃の時に高いことが明らかとなった。この温度は、農林省刊の「省力

上籏と繭質改善の手引」の、登籏活動に最適な25～28℃とほぼ一致する。なお、籏への登籏は主

に設置後の初期に集中した。25°と20°、25°と鎚Q璽間の登籏数の差を、籏設置後2時間の数働こ

つ・・－C…it・rtlで廟・・、・（・・一・）・．

狽垂高煤@Y　l．／’il］の値は・前者・1・・…〉・（16

＝・　2．78）＞0．02、後者がO．・01＞P（t6　・6．16）となり、統計的に有意差が認められた。
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そこで、実験2では上族温度を25℃に統一して、飼育時期によるオキソアミジソの熟蚕誘引効果を

春、夏および秋蚕期にわたって調べた。その結果は表2～5および図3に示すとおりであった。

　　　　表2　オキソアミヂソの熟蚕誘引効果（春蚕期）

経過時間 2 4 6 3 24
試験区

a 151頭 188頭 197頭 199頭 199頭
b 155 184 192 192 197

対照区 C 144 175 179 179 198
合　計 450 547 568 570 594
平　均 150．0 182．3 189．3 190．0 198．0

a 180 195 195 200 200
b 177 191 193 195 199

処理区 C 166 187 189 192 199
合　計 523 573 577 589 598
平　均 174．3 191．0 192．3 195．7 199．3

供試品種：春嶺×鐘月、　供試数：1区200頭（3連制）

上籏温度：25℃

表3　　　オキソアミヂンの熟蚕誘引効果（夏i蚕期）

経過時間
2 4 6 8 24

試験区

a
　　頭147 181頭

　　頭190 　　頭196 　　頭196

b 151 188 194 194 195
対照区 C 166 192 194 197 199

合　計 464 561 578 587 590
平　均 154．7 18τ0 192．7 195．7 196．7

a 178 187 190 192 fg2

b 185 195 195 195 195
処理区 c 179 189 190 190 190

合　計 542 571 575 577 577
平　均 18α7 190．3 191．7 192．3 192．3

供試品種：錦秋×鐘和、　供試数：1区200頭（3連制）

上籏温度：25℃
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表4．　オキソアミヂソの熟蚕誘引効果（秋蚕期）

経過時間
2 4 6 8 24

試験区

a
　　頭117 　　頭138 　　頭148 　　頭148 150頭

b 125 140 142 147 150
対照区 C 128 141 146 147 148

合　計 370 419 436 442 448

平均 123．3 139．7 145．3 1473 149．3

a 132 150 150 150 150
b 139 150 150 150 150

処理区 C 136 139 139 139 150
合　計 407 439 439 439 456

平均 135．7 1462 146．3 146．3 150．0

供試品種：豊年×研自、　供試数：1区150頭（3連制）

上族温度：25℃

表5，　飼育時期によるオキソアミヂソの熟蚕誘引効率

　　　　　経過時間
條

2　　　　　　　4　　　　　　6　　　　　　8　　　　　24

対照｛翻鑑譲
7　5．0　％　　　　　9　1．4　％　　　　　9　4．7％　　　　9　5．0％　　　　99．0％

@　　6．2　　　　　　　　3．5　　　　　　　　0，3　　　　　　　　4．0
春蚕期

処岨糠犠
8　72　　　　　　　9　5．5　　　　　　　9　6．2　　　　　　9　7．9　　　　　　9　9．0

@　　8．3　　　　　　　　0．7　　　　　　　　L7　　　　　　　　1．1

夏蚕期 対照僻購慧
7　7，4　　　　　　9　3．5　　　　　　9　6．4　　　　　　9　7．9　　　　　　98．4

@　　1　6．1　　　　　　　　　2，9　　　　　　　　　1．5　　　　　　　　0．5

処理

9　0．4　　　　　　9　5。2　　　　　　9　5．9　　　　　　9　6．2　　　　　　96．2

@　　4．8　　　　　　　　0．7　　　　　　　　0．3　　　　　　　　0．0

対照 o器灘
8　2．2　　　　　　　9　3，1　　　　　　　9　6，9　　　　　　　9　8．2　　　　　　9　9、5

@　　1　0．9　　　　　　　　　3．8　　　　　　　　　1．3　　　　　　　　　1．3
秋蚕期

処理 ﾗ蔓鍵
9　0．5　　　　　　　9　7．5　　　　　　　9　7．5　　　　　　9　7。5　　　　1　0　0．0

@　　70　　　0．0　　　0．0　　　2．5

供試品種：春嶺×鐘月、　錦秋×鐘和、　豊年×研白

供試数：春および夏蚕期1区200頭n　秋蚕期1区150頭
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表2～4は蚕期別の累積登族数を示す。これを一括して、熟蚕誘引効果を比較した結果が表5である。

熱蚕約70％出現時に族を設置した結果では、いつれも2時間後に75％以上の高い登族率を示し・初

期に大半が上籏した。図3の時間毎の登籏率が示すように、熟蚕の登籏には背地性が強く作用するもの

と推察された。また、オキソアミヂソ散布区は常に対照より高い登族率を示し・3蚕期を通じて約10

～15％の差が認められた。処理区と対照区の初期登籏数を蚕期別にt検定で比較すると・t（2n－2）

－1 ?熕dは・春蚕期・…〉・（・・＝＝・…）〉…2・麟期…5＞・（・・一・・15）

＞0．02、秋酬0．05＞P（t、－3，04）＞0．02となり、いつれの蚕卿・も統計的賄龍が認めら

，れた。

　植物の香気成分の中に熟蚕を特異的に誘引する物質のあることから・その抽出物を自然上籏へ利用す

る研究を継続する過程で、作用効果が一定せず、効くか否かを決める必要に迫まられた。効果が一定し

ない理由としては、抽出の過程で香気成分が失なわれたか、熟蚕の登籏性が蚕品種のほかに・環境条件

に左右されたためではないかと推察された。

　そこで、本試験では環境を規制した条件下で、実用的な3品種について、オキソアミヂソの熟蚕謝

効果を調べ、それを裏付ける結果を得た。すなわち、＝ンニクからの抽出成分であるxコルヂニソ胴

様、本剤にも熟蚕を誘引する作用のあることが明らかとなった。ただし、その効力は強いものでないの

で、熱i蚕誘引剤として自然上族への利用には、なお検討の余地がある・しかし・その作用機構が解明さ

れれば、自然上籏に応用できるものと考察された。

　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　要

　植物の生葉中に熟蚕を特異的に誘引する性質のあることから、シソジュ葉の抽出物と関連する、ニソ

　ニク由来のオキソアミヂソの自然上籏への利用に関する研究を行なった。今迄の結果では、作用効果が

一定しなかったので、今回は環境を規制した条件下で実験を行ない2、3の知見を得た。

L上灘度20・、25・、30℃の間のオキソアミヂソによる熟蚕誘引効果を・湿度70％・照度30

　1uxの条件下で比較したところ、25℃が最も有効であった。

　2，上籏温度を25℃に統・・一・bし、飼育時期による熟蚕誘引効果を比較した結果、湿度70％、照度30

1。xの鮒下では、飼育時期にかカ・わらず、いつれの品観約10～15％の効果が認められた・

　3，熟度を揃えた熟i蚕を用い、環境を規制した条件下では族設置後2時間以内に75％以上の登籏率を

　示し、自然上族は熟蚕の背地性をどう利用するかにかかっていると考察された。
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